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一

球
技
大
会

一
牢
八
組

伊

藤

奈
瑠
美

体
市
宏
貝
長
の
有
片
人
■
料
の
た
、

体
市
委
虫
会
に
加
わ
―サ
、

球
技
人
公

を
席
―サ
ｌｉ
げ
る
一
▼
｝が
出
来
ま
し
た
ぃ

欠
■
伴
枚
の
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
　
つ

つ
が

一
団
と
な
り
、

勝
つ
れ
に
必
死
に

ス
ポ
ー
ツ
を
や
Ｐ
に
い
る
次
を
兄
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
［

そ
の
勝
つ
れ
に
は

転
を
し
て
く
れ
た
の
が
ク
ラ
ス
の
十
だ

と
思
い
ま
す
．

点
が
入
つ
た
時
の
微
声

や
、

子
作
り
布
枚
な
ど
の
応
授
グ
ッ
ズ

か
ら
、

勝
Ｐ
に
ほ
し
い
と
い
つ
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
〔

球
技
大
会
で

は
、

す
る
の
も
児
る
の
も
楽
し
む
一
▼
一

が
で
き
、

―ヽ１１
結
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
も
、

性
力

の

一
つ
だ
と
思
い
ま
し
た
「

今
―‐‐―
の
球
技
人
公
を
児
て
、

公
貝

会
の
仕
中
と
山
分
が
や
る
べ
き
い
を

数
わ
る
い
が
出
来
ま
し
た
一

米
年
も
、

各
抗
技
真
制
に
取
り
和
め
る
よ
う
な

環
境
を
作
り
、

十
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
で
す
。



平
成
翌
年
間
月
郷
日
０

（鶴
岡
共
同
の
家
こ
ぴ
あ
ホ
ー
ル
）

。
最
優
秀

山
形
県
立
米
沢
商
業
高
等
学
校

「さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
の
た
め
に
」

。
優
秀
賞

山
形
県
立
北
村
山
高
等
学
校

「千
秋
桜
と
共
に
歩
む
豊
か
な
コ
一ヽ
こ
ニ
ア
ィ

づ
く
り
」
―
ス
イ
カ
ど
ら
や
き
販
売
編
―

・
優
良
賞

山
形
県
立
南
陽
高
等
学
校

山
形
市
立
商
業
高
等
学
校

山
形
県
立
左
沢
高
等
学
校

山
形
県
立
新
庄
南
高
等
学
校

山
形
県
立
鶴
岡
中
央
高
等
学
校

山
形
県
立
酒
田
商
業
高
等
学
校

県
商
業
科
生
徒
研
究

発
表
大
会
を
終
え
て

三
年
八
組

門

脇

柚

佳

「電
子
商
取
引
の
現
状
と
今
後
の
発
展
―
快

適
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
と
は
！
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
臨
ん
だ
今
回
の
研
究
発
表
大
会
は
、

大
変
勉
強
と
な
り
、

と
て
も
良
い
機
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
通
販
を
は
じ
め
と
す

る
電
子
商
取
引
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に
は

消
費
者
側
の
不
安
要
素
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
、

そ
の
た
め
に
は

「セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
精
度
向
上

法
制
度
の
改
正
」
に
加
え
、

業
者
選
択
や
個
人

情
報
の
自
己
管
理
と
い
っ
た

「自
分
で
自
分
を

守
る
た
め
の
行
動
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
今

後
も
多
く
の
方
に
理
解
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

強
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
、

こ
の
研
究
が
電
子
商
取
引
普
及
の

促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
と
同
時
に
、

多

く
の
苦
労
を
共
に
し
た
研
究
メ
ン
バ
ー
と
指
導

し
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い

ま
す
。

●
第
４
回
全
国
高
校
生
食
育
〓
選
手
権
大
会

七
ｕ
　
平艶

義
拠

「つ
や
姫
ガ
ー
ル
ズ
」

三
室
ハ
細

板
垣
　
満
美

八
組

上
野

　

杏

六
組

莫
田
　
彩
幸

―
チ
コ
ン
テ
ス
ト

（
ス
ピ
ー
チ
の
部
）

平
成
囲
年
１
月
９
日

（東
京
都
）

一生
八
個

斎
藤
　
春
佳

本
校
が
仙
台
国
税
局
長
表
彰
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。

受
賞
校
は
次
の
通
り
で
す
。

・
二
戸
市
立
福
岡
小
学
校

全
〓Ｐ
）

・
山
形
県
立
鶴
岡
中
央
高
等

学
校
　
　
　
　
　
（鶴
岡
）

・
福
島
市
立
信
夫
中
学
校

（福
島
）

。
鶴
岡
税
務
署
長
賞

「日
本
の
環
境
税
」〓

年
五
組

五
十
嵐

。
社
団
法
人
鶴
岡
法
人
会
長
賞

「国
本
と
世
界
の
税
金
」

三
生
ハ
梱

加
　
一昧

。
鶴
岡
地
区
関
税
会
長
賞

「私
た
ち
の
税
」

一
〓
五
組

本
　
間

剃]

子

美

保

I崩

1封
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大
阪
へ
の
修
学
旅
行
が
始
ま
り
ま
す
。

京
都
は
名

所
な
ど
が
数
多
く
並
び
立
つ
歴
史
あ
る
と
こ
ろ
、

大
阪
は
人
情
の
街
や
温
か
み
の
あ
る
街
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、

修
学
旅
行
は
高
校
生
活
で

一
度
だ
け
の
行

事
な
の
で
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
旅
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、

班
別
自
主
研

修
で
す
。

私
達
の
班
は
清
水
寺
に
行
っ
た
り
、

京
都

市
内
を
散
策
し
た
り
し
ま
す
。

そ
こ
で
、

京
都
の

歴
史
や
文
化
を
見
間
し
、

京
都
の
い
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
た
い
で
す
。

最
後
に
、

，こ
の
機
会
を
機
に
普
段
で
は
な
か
な
か

見
え
な
い
お
互
い
の
い
い
画
を
発
見
し
合
っ
て
、

仲

間
と
の
絆
を
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、

最
高
の
修
学
旅
行
を
創
り
に
行
っ
て
き
ま
す
―

て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
、

や
は

り
中
央
高
校
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
責
任
が
つ
い

て
き
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
は
生
徒
会

長
と
い
う
立
場
で
ど
の
よ
う
に
考
え
、

行
動
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
常
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

会
長
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
か
特
別
の
存
在
に
な
り
、

生
徒
と
遠
く
な
る
存
在
に
な
ら
す
、

近
い
存
在
と

な
り
、

生
徒
と
同
じ
目
線
に
立
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

生
徒
会
長
と
し
て
、

中
央
高
校
を
活
気
の
あ
る

学
校
に
し
て
い
く
た
め
、

ま
す
は
現
在
行
っ
て
い
る

あ
い
さ
つ
運
動
を
継
続
し
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
に

あ
い
さ
つ
の
輪
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
決
意
を
胸
に
、

自
分
の
可
能
性
を

信
じ
、

中
央
高
校
の
た
め
、

生
徒
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
い
く
所
存
で
す
。

平成22年度

後期生徒会執行委員 ,議長団

平成22年度

後期生徒会常任委員長 ・副委員長

生 徒 会 長 22佐 藤 拓夢

副 会  長 23佐 藤  俊 2 5佐 藤くるみ

会   計 24佐 藤 麻 央 25菅 原 佑香

幹    事 2 8常 田 拓 哉 24太 日由梨亜

幹    事 24五 十嵐大将 2 7本 間千住子

議   長 2 8五 十嵐勝博

副 議  長 24奥 山 航 平

書    記 26志 日 麻 衣 27本 問 遥 菜

校風委員長 23佐 藤 聖良

文化委員長 28小 降 勇 太

体育委員長 281ヂ藤余留夫

2 8小 腱 勇 太

体育委員会 28伊 藤奈留美 2 8成 田 美 沙

21五 十嵐麻衣 24三 浦 李 憂

28土 岐 歩佳

26岩 出 彩 夏 26木 村留利子

28佐 藤 末 久
28安 在  緑

1 4菅 原 子 歩

2]五 十嵐義侑
28斎 藤 美 栗

27渡 部なる乃

3201012



第
側
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

東
京
大
会
に
参
加
し
てPTA会 長

小 池 憲 夫

日
本
武
道
館
を
主
会
場
に
全
国
か
ら

一

万
二
〇
〇
〇
人
が
集
い
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
張

富
士
夫
会
長
が
現
社
会
人
の
実
情
に
触
れ
、

こ
れ
か
ら
の
人
材
の
要
件
に
つ
い
て
提
言
。

そ
の
後
、

七
分
科
会
に
分
か
れ
事
例
発
表

や
研
究
協
議
、

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
第

一
分
科
会
で
は
、

学
校
か

ら
の
情
報
や
お
知
ら
せ
を
保
護
者
は
ど
う

受
け
止
め
、

親
の
要
望
や
思
い
を
ど
う
伝

え
て
い
く
か
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
何
が
で
き
る

か
に
つ
い
て
四
校
か
ら
特
色
あ
る
活
動
が
紹

介
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
と
思
い
を
共
有
し
、

共
感
し
合
い
、

そ
し
て
共
生
し
て
い
く
絆
を

深
め
て
い
き
た
い
も
の
と
感
じ
た
。

大
会
宣
言
で
は

「子
ど
も
た
ち
が
自
律

的
に
社
会
の
中
で
生
き
抜
き
、

さ
ま
ざ
ま

な
関
わ
り
の
中
で
内
在
す
る
才
能
を
開
花

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
我
々
保
護
者
の
願
い
で

あ
る
。

今
、

子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は

『生
き
る
力
』
、
『柔
軟
性
』
、

そ
れ

を
支
え
る

『人
間
力
』
で
あ
る
。・

そ
し
て

こ
れ
ら
は
、

家
庭

・
学
校

・
地
域
が
連
携

す
る
中
で
育
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。

」
と
い

う
言
葉
が
印
象
に
残
る
。

当
校
は
、

子
ど
も
た
ち
が
育
つ
「場

」
や

「機
会
」
を
模
索
し
提
供
し
て
お
り
、

よ
り

多
く
の
保
護
者
の
参
画
を
お
願
い
し
た
い
。

開
催
日
　
９
月
２５
日
ω

場
　
所
　
鶴
岡
中
央
高
校
多
目
的
―
教
室

講
　
演

・
演
題
　
「高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
考
え
る

―
家
庭
で
で
き
る
支
援
と
は
―
」

・
講
師
　
東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
　
眼
　
〕県
理
子

氏

開
催
日
　
「
月
１３
日
働

△
蚕
　
場
　
東
北
公
益
文
科
大
学
鶴
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
院
ホ
ー
ル

（鶴
岡
市
馬
場
町
）

講
　
演

・
演
題
　
「き
つ
ね
め
ん
で
こ
ざ
候
」

・
講
師
　
有
限
会
社
木
村
屋

社
長
　
士
口
　
野
　
隆
　
一
氏

２
０
１
０
年
研
修
会
総
括

研
修
部
部
長

関

　

　

徹

九
月
二
十
五
日
働
、

平
成
二
十
二
年

度
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会
と
し
て
、

東
北
公
益

文
科
大
学
教
授
の
国
眼
員
理
子
先
生
を

お
招
き
し
て
、
「高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
考
え
る
―
家
庭
で
で
き
る
支
援
と

は
―
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

先
生
は
、
「い
ま
ど
き
の
若
者
の
考
え

方

・
育
て
方
」
を
始
め
と
し
た
多
数
の

著
書
も
著
さ
れ
る
な
ど
、

こ
の
分
野
の

第

一
人
者
と
あ
っ
て
、

豊
富
な
デ
ー
タ
に

基
づ
き
、

子
ど
も
と
保
護
者
？
心
情
に

即
し
た
貴
重
な
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、
「実
際
に
子
ど
も
が
進
路
に

迷
い
、

わ
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
の
で
、

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
「た
だ
勉
強
を

頑
張
っ
て
い
れ
ば
道
は
開
け
る
と
ひ
た
す

ら
勉
強
し
て
い
る
状
況
で
し
た
が
、

今
日

の
講
演
を
聴
き
、

社
会

・
地
域
に
出
て

い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と

感
じ
ま
し
た
」
「と
て
も
た
め
に
な
る
お

話
を
聞
け
ま
し
た
。
も
っ
と
子
ど
も
と

話
を
し
て
、

親
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
子
ど
も
に
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
な
ど
な
ど
、

沢
山
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
と
し
て
七
割
の
方
が

「良
ｒ

と
い
つ
評
価
で
し
た
。

頂
い
た
ご
意
見
は
、

今
後
の
活
動
に

活
か
さ
れ
る
よ
う
、

研
修
部
で
し
っ
か
り

総
括
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
多
忙
の
中
、

ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

瀬
　
奇
　
Ｅ
憩
洞
Ｈ
聴
国
■
滑
副
紺
報
薄
コ
「＞
田
謝
撃

「
ｍ
Ｆ
Ｏ
間
ω
り
，的
切
‥切
対
的
ヽ
「
＞
×
〇
的
ω
印
‐い
御
‐研
判
ω
ト

練
奇
回
　
的
〇
一
〇
神

一
的
コ
的
問
回

窟
立
記
念
武
典

９
月
３
日
働

鎌
田

里
香

９
ブ
・フと

鶴
岡
市
出
身
。

山
形
県
立
鶴
岡
西
高
等
学
校
卒
業
。

東
京

純
心
女
子
短
期
大
学
首
楽
科
（声
楽
）卒
業
。

同
専
攻
科
修

了
。

現
在
、

カ
ワ
イ
音
楽
教
室
講
師
。

馨
門
会
会
員
（声
楽
）
。

全
日
本
リ
ト
ミ
ッ
ク
音
楽
教
育
研
究
会
山
形
支
部
会
員
。

佐
賀
井
伸
子

曾
ア
と

鶴
岡
市
出
身
。
ピ
ア
ノ
　
吉
楽
教
室
主
宰
。

全
日
本
リ
ト
ミ
ッ
ク
首
楽
教
育
研
究
会
山
形
支
部
会
員
。

抑飾
印
帥
中
ば
率
ツ
ふよ
」輔
徹

・
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ア
ソ
ラ

渡部多喜子/渡 違 幸/後 藤まゆみ/野 沢みつお/榎 本小百合/志 田由美子/本 間千恵/石 川早苗

2010124


